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排出物対策

　当社では、2006年度までに国内、海外全サイトでゼ
ロエミッションを達成し、資源有効活用の観点から、委
託処理する排出物（社外再資源化量）の削減に努力して
きました。
　今後は、3R（リデュース、リユース、リサイクル）の
基本に立ち返り、さらなる発生抑制を主体とした活動を
すすめていきます。

企業情報➡CSR活動➡排出物対策  http://www.tdk.co.jp/csr/csr03800.htm

排出物推移（日本）

全世界で発生量
そのものの抑制へ

日本国内サイトの状況
　日本国内サイトでは、2008年度目標として、「社外再
資源化原単位を2007年度比1.0％以上削減」を掲げ、取
り組んできました。社外再資源化量は2007年度比3,064

トン減少の26,519トンとなりました。しかし、売上金
額の大幅な減少に伴い、社外再資源化原単位については、
2007年度比で25.0％増加となり、目標を達成すること
ができませんでした。

海外サイトの状況
　海外サイトでは、2008年度は、2007年度に達成した
ゼロエミッションの維持と排出抑制に取り組んだ結果、

ゼロエミッションを維持するとともに、総排出量につい
ては2007年度比1,046トン減の36,722トンとなりま
した。社外再資源化量は、2007年度比2,378トン減の
29,128トンとなりました。

排出物推移（海外）


